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１．はじめに 

従来，津波災害において，主な死因は津波外力によ

る溺死と想定されてきた．しかし，東日本大震災では，

溺死に加え，低体温症や損傷死などの死因も報告 1)，2)

されており，これらの死因に対しても対策が求められ

ている．従って，多様な死因を考慮した新たな減災対

策を検討するためにも，各死因についての分析が重要

である．門廻・今村 3) は，宮城県警察本部から提供さ

れた東日本大震災における犠牲者情報（9,527 名分）を

用いて，東日本大震災における宮城県での死因を 12 に

分類し,県全体の傾向を示した．また，門廻・今村 4)は，

犠牲者の位置情報（犠牲者住所，遺体発見場所，遺体

発見時の状況）を分析し，宮城県内の犠牲者分布を示

した．そこで本研究では宮城県の各自治体を対象に，

東日本大震災における遺体発見場所に基づいた死因の

傾向を検討した． 

２．手法 

先行研究と同様に，宮城県警提供の犠牲者情報を用

いた．犠牲者の位置情報として，芹川ら 5)を考慮し，遺

体発見場所を用いた．本研究の対象は，陸上で発見さ

れた犠牲者（8,919 名）である．対象地域は，宮城県の

全市町村である．地形特性が人的被害の差異に与える

影響を検討するために，大区分（沿岸部および内陸部），

中区分（リアス地形，石巻地形（リアス地形と平野地

形の混合），湾地形および平野地形）の分類を導入した． 

３．結果・考察 

（1）死因の全体傾向（遺体発見場所） 

遺体発見場所に基づく各市町村における各死因の犠

牲者数を表-1 に示す．陸上全体の傾向に注目すると，

溺死が 92.03%，不詳が 4.03%，その他の各死因が 1%以

下であった．次に，大区分で比較すると，沿岸部にお

いて，多くの人的被害が発生しており，その多くが溺

死であることが示された．一方で，内陸部においては，

溺死以外の犠牲者のみ確認されたことから，沿岸およ

び内陸において亡くなり方が異なることが明らかにな

った．また中区分で比較すると，湾地形（松島町，塩

竈市および利府町）は沿岸部に位置するが，総犠牲者

数が 20 名以下であった．これは，永島ら 6)が報告した

松島湾特有の地形条件による津波減勢効果の影響が考

えられる．沿岸市町の約 9 割（14 市町）で溺死が報告

されたのに対して，焼死は 3 市のみで確認された． 

表-1 宮城県での各市町における各死因の犠牲者数 

 

（2）溺死に関する分析 

図-1 に中区分（リアス地形，石巻地形，湾地形およ

び平野地形）における溺死の割合を示す．図-1 より，

平野地形，石巻地形，リアス地形の順に溺死の割合が

増加している．これは，各区分の浸水域（図-2）7)から，

平野地形ほど内陸への浸水範囲が広く，津波外力に曝

露する人口が増えるためであると考えられる．また溺

死が死因全体の 85%以上で支配的な死因であった．内

閣府の報告 8)（災害リスクは外力だけでなく，曝露や脆

弱性の要因で決まること）を踏まえ，溺死による人的

被害の実態を解明するためには，外力（浸水域）だけ

でなく，浸水域内の曝露（例:人口密度）や脆弱性（例：

高齢者率）を考慮した分析が必要である． 
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図-1 中区分における溺死の割合 

 

図-2 中区分における地域区分と浸水域 

 

図-3 推定焼死者数と実際の焼死者数 

（3）焼死に関する分析 

焼死が確認された 3市を対象に，次式で推定した焼

死者数(Fe)と実際の焼死者数(Fa)の関係を検討した（図

-3）．Fe=(Fa/Ca)×Cm．ここで，Cmは市町毎の総犠牲者数，

Faは全焼死者数，Caは全犠牲者数である．その結果，気

仙沼市のみ異なる傾向を示した．今津ら 9)によると，気

仙沼市における大規模な火災は，津波によって海上に

流出した危険物（ガソリン，軽油，灯油おとび重油）

が瓦礫と混濁した上で出火，漂流したことが原因であ

った．よって，延焼範囲と燃料が迅速な消火を妨げ，

焼死者が増加したと考えられる． 

４．おわりに 

本研究では，宮城県警提供の犠牲者情報を用いて，

遺体発見場所に基づく宮城県各自治体での死因傾向を

示した．そして，津波外力による犠牲者数が湾地形の

津波減勢効果によって抑制されたことを改めて示した．

また，溺死および焼死においては，沿岸地形や火災原

因が死因に影響を及ぼす可能性を示した．  
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